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機
構
は
、
承
継
債
権
管
理
回
収
勘
定
に
お
い
て
、
毎
事
業
年
度
、
通
則
法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

整
理
を
行
っ
た
後
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
繰
越
欠
損
金
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
通
則
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
機
構
の
財
務
諸
表
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
繰
越
欠
損
金
の
額
に

相
当
す
る
金
額
に
よ
り
資
本
金
を
減
少
す
る
も
の
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
三
人
」
を
「
二
人
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
法

第
一
条
及
び
第
二
条
中
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
」
を「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
」

に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
」
を
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
」
に
改
め
、

「
、
健
康
診
断
施
設
」
を
削
り
、「
図
る
と
と
も
に
」
の
下
に
「
、
事
業
場
に
お
け
る
災
害
の
予
防
に
係
る
事
項
並
び

に
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
係
る
事
項
及
び
職
業
性
疾
病
の
病
因
、
診
断
、
予
防
そ
の
他
の
職
業
性
疾
病
に
係

る
事
項
に
関
し
て
臨
床
で
得
ら
れ
た
知
見
を
活
用
し
つ
つ
、
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
並
び
に
そ
の
成
果
の
普
及
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
安
全
及
び
健
康
の
確
保
を
図
る
ほ
か
」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

３

政
府
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
土
地
、
建
物
そ
の
他
の
土
地
の
定

着
物
及
び
そ
の
建
物
に
附
属
す
る
工
作
物
（
第
五
項
に
お
い
て
「
土
地
等
」
と
い
う
。）を
出
資
の
目
的
と
し
て
、

機
構
に
追
加
し
て
出
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

政
府
が
出
資
の
目
的
と
す
る
土
地
等
の
価
額
は
、
出
資
の
日
現
在
に
お
け
る
時
価
を
基
準
と
し
て
評
価
委
員
が

評
価
し
た
価
額
と
す
る
。

６

評
価
委
員
そ
の
他
前
項
に
規
定
す
る
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
四
人
」
を
「
五
人
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
法
」
を「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
法
」

に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
漏
ら
し
」
の
下
に
「
、
又
は
盗
用
し
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

事
業
場
に
お
け
る
災
害
の
予
防
に
係
る
事
項
並
び
に
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
に
係
る
事
項
及
び
職
業
性

疾
病
の
病
因
、
診
断
、
予
防
そ
の
他
の
職
業
性
疾
病
に
係
る
事
項
に
関
す
る
総
合
的
な
調
査
及
び
研
究
を
行
う

こ
と
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）。

第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

化
学
物
質
で
労
働
者
の
健
康
障
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
の
有
害
性
の
調
査
を
行
う
こ
と
。

五

前
二
号
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
成
果
を
普
及
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
第
一
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
同
項
」
を
「
こ
れ
ら
の
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

機
構
は
、
前
項
に
規
定
す
る
業
務
の
ほ
か
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
九
十

六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
行
う
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
区
分
経
理
）

第
十
二
条
の
二

機
構
は
、
前
条
に
規
定
す
る
業
務
の
う
ち
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
社
会

復
帰
促
進
等
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
経
理
と
そ
の
他
の
業
務
に
係
る
経
理
と
を
区
分
し
て
整
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
債
券
」
を
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全

機
構
債
券
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
第
二
号
」
を
削
り
、「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
債
券
」

を
「
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
債
券
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
を
い
う
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
又
は

第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
労
働
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
労
働
災
害
の
予

防
の
た
め
の
調
査
及
び
研
究
を
緊
急
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
機
構
に
対
し
、
第
十
二
条
第
一
項

第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
業
務
（
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
む
。）並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業

務
の
う
ち
必
要
な
調
査
及
び
研
究
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
二
条
中
「
漏
ら
し
」
の
下
に
「
、
又
は
盗
用
し
」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

機
構
は
、
前
各
項
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
社
会
復
帰
促
進

等
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
係
る
経
理
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
中
「
神
奈
川
県
」
を
「
東
京
都
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
管
理
運
用
法
人
に
」
の
下
に
「
、
前
項
に
規
定
す
る
理
事
の
ほ
か
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条

第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

管
理
運
用
法
人
に
、
役
員
と
し
て
、
第
十
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
管
理
運
用
業
務
」
と
い
う
。）

を
担
当
す
る
理
事
一
人
を
置
く
。

第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
及
び
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
第
十
八
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
管
理
運
用
業
務
」
と
い
う
。）」
を
「
管
理
運

用
業
務
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条

削
除

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該

各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
五
条
の
規
定
並
び
に
附
則
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
七
条
第
三
項
並
び
に
第
二
十
条
の
規
定

公

布
の
日

二

第
一
条
中
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
目
次
の
改
正
規
定（「
・
第
三
十
一
条
」
を
「

第
三
十
一
条
の
二
」
に
改

め
る
部
分
を
除
く
。）、
同
法
第
六
章
中
第
五
節
を
第
六
節
と
す
る
改
正
規
定
、
第
七
十
五
条
の
二
第
五
項
の
改
正

規
定
、
同
章
中
第
四
節
を
第
五
節
と
し
、
第
三
節
の
次
に
一
節
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
第
八
十
八
条
の
改
正
規

定
並
び
に
第
二
条
の
規
定
（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
第
五
条
第
二
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）並
び
に
附

則
第
七
条
、
第
三
十
条
及
び
第
三
十
三
条
の
規
定

平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
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